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帯工や落差工よりも水生生物の移動や
生息に配慮した工法はありませんか？

水生生物が移動しやすく、瀬と淵を
形づくることができる新しい工法を研究しています。

研 究 成 果

帯工は、中小河川で河床低下を防止するために多用さ
れている工法ですが、下流区間が河床低下した際には露
出し、帯工直下流に落差が生じて、河川景観・生物の移動
に対して好ましくない影響を及ぼしている状況がよく見
られます（写真１）。また、帯工の上下流区間は河床形状
が平坦となって、多様性に乏しい状態になります。このよ
うな、従来型の帯工の課題を克服した新しい工法の研究
を進めています。

　 背景と目的

人工洪水を発生させて、構造物周りの河床変動量と流
速分布を計測した結果、小規模な水理実験と同様に、下流
側に淵が形成されましたが、表面を被覆する素材の粗度
の違いが、流速の大きさや分布、下流側が掘れてできる淵
の深さに影響を及ぼしていることが分かりました。
表面がゴツゴツした捨石タイプでは、底面に近い場所
の流速が低く抑えられ、淵の中の流れは安定していました
（図２（a））。一方、表面が滑らかなブロック被覆タイプで
は、速い流れが底面に沿って流れ、淵の中の流れも安定し
ていないことが分かりました（図２（b））。捨石をネットで被
覆したタイプは、捨石タイプとほぼ同様の結果でした。
水生生物が利用しやすい淵を形成するためには、構造
物の形状だけでなく、表面の素材や粗度も検討すべき要
素であることが分かりました。

　 結果と考察

小規模な実験水路での検討により、上流側の河床高を
維持しながら、下流側に淵を形成し、左右岸に寄り洲を形
成することができる構造物の形状を見出しました（図１）。
さらに、より実河川に近い条件で検討するために、自然共
生研究センター実験河川に、基本的な形状は同じで、素材
が異なる３種の大型模型を設置し、水理実験を実施しまし
た。材料のスケールは、想定される実物の1/5程度に揃え
て模型を作成し、捨石で作ったタイプ、捨石をネットで被覆
したタイプ、捨石をコンクリートブロックで被覆したタイプ
の計３タイプを設置しました。

　 方法

担当：原田 守啓

写真1　下流側の河床が低下して落差を生じた帯工

図１　瀬淵工の基本形状

■斜め部材
・河岸直角に対して上流側に60～70°の角度
・横断方向に勾配（流量に応じて水際部を確保）
・局所洗掘の原因となる縦渦を防ぐスロープ

■直線部
・直線部の比率を増やすことで従来の帯工に
・越流部の形状を工夫して生物移動性を確保

写真1　実験後、シルト（無機物）
の堆積が確認されたタイ
ル（写真左側）。表面のシ
ルトを剥がすと、もともと
定着していた付着藻類が
観察される（写真右側）
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図２　被覆材料の違いによる下流側の洗掘形状
　　 （赤：河床上昇、青：河床低下）と淵中央の流速分布の違い
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（a）捨石タイプ

（b）ブロック被覆タイプ
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